
 

 

 

 

 

 

 JMITU・全損保・民放労連  

つくりあげてきた要求に立ち戻り、 
あせらず、ねばり強く、たたかおう！ 

JMITU 
有額回答を引き出した支部分会

は、通信産業本部の 17 支部分会

を含め 114 支部分会となり、要求

に執着を持って何とか有額回答を

引き出そうと奮闘しています。 

主な回答として、愛知・川本製

作所支部 9,000 円（3.01％）、東京

東部・小坂研究者支部 7,100 円

（2.51％）など第２次回答を引き

出し、東京東部・日本ロール製造

支部では是正なども含めて総額

9,425 円（3.33％）、京滋・カシフジ支部 8,800 円（3.06％）など、３次回答を引き出し、さらなる増額回

答の引き出しに全力をあげています。また、東京南部・ＩＳＢ支部では、春闘の要求づくりの段階から、

組合役員がみずから春闘アンケートの取り組みに力をいれ、必ず要求を前進させる準備をして春闘に臨ん

だ結果、昨年妥結額を大幅に上回る 8,354 円（2.76％）を引き出し、また年齢給ベースアップ平均 2,250

円、初任給 3,000 円増という前進回答も引き出しました。 

継続雇用者の賃金・処遇の改善については、東京北部・ＮＣＲ支部で継続雇用者の賃金・処遇の改善に

向けて協議を進めていくという回答を引き出し、大阪・奥村機械支部で再雇用者の手当てを一律 1,750 円

増額、東京南部・関東三菱自動車支部では再雇用者の一時金を正社員と同月数支給、退職金については東

京南部・ＩＳＢ支部や愛知・ＢＸ紅雲支部で増額するという回答を引き出し、少なくない支部分会で継続
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JMITUは、114支部分会で有額回答、21支部分会が二次以上の回答を引き出す！支

部平均 5,081 円（2.03％）、組合員平均 6,299 円（2.22％）。要求に執着を持って、

有額回答をひきだそうと奮闘しています。 

 

 

 



雇用者の要求の前進を勝ち取っています。これからは３月決着を基本としながらも、あせらず、ねばり強

く 19 春闘をたたかうことが大事です。 

各本部・地協は、支部分会の回答状況や職場の団結の状況を良くつかみ、積極的に産別統一行動や産別

団交を設定します。各本部・地協は、団体交渉に出席するとともに職場を激励し、支部分会の悩みや課題

をつかみ、要求を前進させるための具体的な方針を立てて援助します。大事なのは、生活実態から要求を

つくりあげた討論をふりかえること、がんばってつくりあげた要求に立ち戻ることです。みんなの思いを

共有・共感し、少しでも要求の前進を勝ち取るまで終わらないと意思統一することが重要です。引き続き、

ストライキや腕章・ワッペンの着用、団交待機や職場集会、ひと言メッセージや職場で要請団を組織して

の経営者への要請行動などに取り組み、何らかの前進回答を引き出すための行動を全組合員と一緒に考え、

一緒に取り組み要求の強さを経営者に示し、真剣に考えてもらう取り組みを強めます。 

全損保 

 ３月13日、全損保第79回定期全国大会を東京

において開催しました。賃金水準の引上げに対

する期待と要求が例年以上に高まっているア

ンケート結果を紹介し、「2019年春闘では、す

べての支部・独立分会が『賃金水準の引き上げ』

を柱とした要求に固執し、この労働組合に組合

員が結集して自らの手で展望をきりひらく春

闘にしていこう」と訴えました。この全国大会で確立した春闘方針に従い、各支部・独立分会は３月14日

に一斉に要求書を提出し、「明日をみすえ今をただし、職場からたたかい期待と要求をかなえる」全損保

の2019年春闘が本格的に始まりました。 

民放労連 

民放労連第 128回臨時大会で確認・採択された方針のもと、19春闘が始まりました。13日での回答報告

数は 18組合で、そのうちベア回答を引き出したのは５組合。京都放送労組の 39年連続となるベア獲得を

筆頭に、静岡第一テレビ労組、テレビ西日本労組、テレビ山口労組、千葉テレビ労組でベア回答を引き出

しています。そして今春闘で「賃金要求四つの柱」のトップに据えた初任給については、テレビ山口労組

とサンテレビ労組が回答を引き出しています。 

 構内労働者関連では、企業内最賃協定を結んでいる京都放送労組とサンテレビ労組で協定額引上げ、大

分放送労組でもアルバイト時給 50円アップの回答を獲得するなど、５組合で成果を上げています。 

 各組合では３月 27日の統一再回答指定日に向けて取組みを強化し、労連本部や各地連からの情報を活用

して積極的な情宣活動を行い、まずは「ベアは当たり前」という雰囲気を社内に作り出すことが重要です。

ベア・一時金での大幅な賃上げと、構内労働者関連の回答を経営者に迫って、すべての労働者の生活向上

をめざそうと意思統一しています。 

かちとろう 大幅賃金引き上げ、8時間働いて人間らしく暮らせる社会 
とめよう  安倍 9条改憲、消費税増税 

職場と地域からの共同のたたかいで、未来を切り拓こう 
 


